
副学長・大学院健康科学研究科長 後藤 勝正

　高齢者人口とその総人口に占める割合は年々増加し、「2025年問題」として指摘されていた年になりました。2025年6月に厚生
労働省が発表した「令和6年（2024）人口動態統計月報年計（概数）の概況」によると、我が国における2024年の出生数は686,061人
で前年より41,227人減少し、合計特殊出生率も1.15と、前年の1.20から低下しています。こうした超高齢社会における健康に係る問題
は、多くの因子が複雑に関与しています。そのため、私たちが直面する健康問題を解決するには、1つの専門領域の知識では対応
できず、学際的な知識や視点の重要性が高まっています。
　豊橋創造大学大学院健康科学研究科では、健康に影響を及ぼす様々な因子を俯瞰し、多角的な視点で健康の維持増進や健康
寿命の延伸に係る諸課題を解決に導く能力、いわゆる『問題解決能力（着眼点、問題点の抽出、適切なアプローチと考察）』を培う
プログラムを用意しています。この『問題解決能力』の獲得は、健康問題はもちろんあらゆる分野において将来直面する未知の諸課題
に取り組むための強力なツールになります。
　さてこの度、本研究科で取り組んでいる「未知の健康課題」の解決に向けた取り組みである「研究」の一端と教育プログラム（学修
支援制度を含む）を紹介する「オープンラボ」を開催します。是非この機会に本研究科で行われている研究に直接触れていただき、
健康科学研究そしてその背後にある『問題解決能力』を身近に感じていただければと考えています。そして、人々の健康を支え、健康
寿命延伸に寄与するべく未知の課題の取り組み、将来の健康諸課題の解決をしようではありませんか。これまでのバックグラウンドは
問いません。大学院を知りたい、研究そして『問題解決能力』について興味のある方など、多くの参加をお待ちしています。
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豊橋創造大学 入試センター
■お問合せ先

本セミナーに関する質問事項等があれば、上記のお問い合わせ先まで連絡をお願いいたします。

［諸連絡］いただいた個人情報は、本企画運営の目的にのみ使用いたします。

TEL：0532-54-9725　Mail：kenkoukagaku@sozo.ac.jp
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https://www.ocans.jp/sozo/
schedule?fid=6hrwUdpn
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ÂÃÄÅÆ

7.26（土） 8.9（土）
会場／豊橋創造大学 E棟2F E21教室
時間／13：30～15：00（90分）

��
��

9. 1（月） 9.24（水）
ÇÈÉÇÊ�ËÌÍÅÆ

会場／豊橋創造大学 E棟2F E21教室
時間／19：00～20：30（90分）
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7/26（土）
ÎÏÐÏÑÒÎÓÐÑÑÔÕÖÑ×Ø

ÂÃÄÅÆ

ÙÄÚº�ÄÛ�Ü��Ý¸Ñ×Þßà��ÝáÑ×Þ�âãäÝÎÑ×

åæç

ßà��

エビデンスに基づく看護技術は、医療の高度化に伴い特に必要と
されている。これまでには、「筋肉内注射」「浣腸」「排便の循環への
影響」「清拭」などの看護技術のエビデンスを研究してきた。これらの
研究から、身体への影響および安楽性など指標とした結果を得て
いる。現在は、エコーの臨床での活用に関して研究を進めている。
今回は、最新の看護技術のエビデンスについて概説する。
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8/9（土）
ÂÃÄÅÆ

ÎÏÐÏÑÒÎÓÐÑÑÔÕÖÑ×Ø

ÙÄÚº�ÄÛ�Ü��Ý¸Ñ×Þßà��ÝáÑ×Þ�âãäÝÎÑ×

åæç

ßà��

我が国は少子高齢化、家族構成の変化等から、家族の支援が得られ
ない者が増加している。特に医療ニーズがあり、ADLが低下した状態で
在宅生活を営む高齢者には様々な立場の支援者が必要である。医療
ニーズがあるADL低下高齢者の独居療養生活を継続するための支援
について、保健医療福祉領域の支援機能の視点から、機能充足型の
支援システムを探索し、独居療養者のQOL向上に寄与することを目的
とし研究に取り組んだ。研究結果を踏まえ、独居療養生活と独居療養
生活支援について解説し、ソーシャルキャピタルと多職種連携を前提と
した療養生活支援について紹介する。
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ÎÖÐÑÑÒ¸ÑÐÏÑÔÕÖÑ×Ø

ÇÈÉÇÊ�ËÌÍÅÆ ÇÈÉÇÊ�ËÌÍÅÆ

ÙÄÚº�ÄÛ�Ü��Ý¸Ñ×Þßà��ÝáÑ×Þ�âãäÝÎÑ×

åæç

ßà��

生体機能は、生体内外から負荷される刺激を受容し、その刺激に応じて
適応・変化を示す。こうした適応・変化は、遺伝子発現の変容による細胞
内タンパクの種類や量の変化あるいは既存のタンパク機能の変化に
よってもたらされる。リハビリテーションやトレーニング効果は、こうした
細胞内タンパクの変化を背景に行われているが、その多くは経験則に
よるもので多くのメカニズムは不明である。これが、トレーニングやリハビリ
テーションがある種の職人技として扱われている原因である。生体機能を
回復あるいは向上させる刺激とその受容の仕組みが明らかになることで、
多くの人々がリハビリテーションやトレーニング、そして運動の恩恵を受け
ることができるであろう。そこで、生体機能適応のメカニズムと今後の研究
の展望について概説する。
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ÎÖÐÑÑÒ¸ÑÐÏÑÔÕÖÑ×Ø

ÙÄÚº�ÄÛ�Ü��Ý¸Ñ×Þßà��ÝáÑ×Þ�âãäÝÎÑ×

9/24（水）
åæç

ßà��

「支持基底面内に重心がある＝バランスが保てる」と考えていませ
んか？実は違います。支持基底面の中で重心が保てる範囲は、実は
かなり狭いことが分かっており、これを安定性限界といいます。今回の
教育講座では、高齢者や神経疾患患者さんの安定性限界に関する
研究を紹介しながら、安定性限界を拡大するための理学療法アプ
ローチの方向性について考察します。
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TEL：0532-54-9725　Mail：kenkoukagaku@sozo.ac.jp

豊橋創造大学大学院 健康科学研究科
〒440-8511 愛知県豊橋市牛川町松下20－１
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出 願 期 間 試 験 日
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豊橋創造大学 入試センター　TEL：0532-54-9725　Mail：kenkoukagaku@sozo.ac.jp■お問合せ先
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9/1（月）

社会人選抜入試・一般入試 一期

社会人選抜入試・一般入試 二期

社会人選抜入試・一般入試 三期

社会人選抜入試・一般入試 四期

2025年  9月22日（月）～2025年10月  6日（月）

2026年 1月16日（金）～2026年 1月28日（水）

2026年 2月  6日（金）～2026年 2月23日（月）

2025年11月26日（水）～2025年12月  8日（月）

2025年10月11日（土）消印有効

消印有効

消印有効

消印有効

2025年12月13日（土）

2026年  2月  5日（木）

2026年  3月 5日（木）


